
【平成十八年第三回市議会定例会提案理由説明】　　　　　平成１８年９月５日　　　　　　
　本日、ここに、平成十八年第三回市議会定例会が開会されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。
さて、霊峰白山を源とする手取川の豊かな水と肥沃な土壌に恵まれた本市では、秋の訪れとともに、稲穂が黄金色に輝き、刈り取りが始まっております。県内における水稲の作柄概況につきましては、「平年並み」と発表されておりますが、今後も天候に恵まれ、実りの秋となることを期待いたしております。

今年の夏は、長梅雨の後、一転して真夏日が連続三十日間続くという、例年にない記録的な夏となりました。しかし、七月十五日未明から、北陸地方に降り続いた雨は、四日間で、本市の白山白峰においては五百一ミリ、白山吉野においては四百三十六ミリとなるなど、七月の降雨量としては過去最高を記録する豪雨となりました。この影響により白峰地内・蛇谷では土石流が発生し、橋や堰堤が流出したのをはじめ、白山ろく各地の林道で路肩の決壊や法面の崩壊が多数発生いたしました。さらに、鳥越高原大日スキー場及び白山中宮温泉スキー場のゲレンデにおいては斜面の一部が崩落するなど、白山ろくを中心に大きな被害をもたらしたのであり、この冬の豪雪に続き、自然災害の猛威をあらためて感じたところであります。
今回の豪雨においては、幸い、市民に避難勧告等を発令するまでには至らず、人や家屋への大きな被害は発生しませんでしたが、今後とも、災害に強いまちづくりを進めるため、市内全域で災害情報の正確かつ迅速な収集伝達ができるよう、情報ネットワークの整備や市街地の雨水排水対策を充実していくとともに、各地域での防災訓練の実施や自主防災組織の育成に努める所存であります。
なお、「防災の日」である今月一日早朝には、震度五強の地震を想定した職員の参集訓練を実施したところであり、災害時に迅速かつ適切な防災活動が展開できるよう、防災意識の高揚を図ったところであります。

　
次に、厳しさを増す自治体財政についてであります。

北海道・夕張市が、一時借入金を利用して不適切な会計処理を長年繰り返し債務超過に陥り、国の管理下で再建を進める財政再建団体となる申請を九月に行うことが大きく報道され、全国の自治体に波紋を投げかけました。

こうした中、地方交付税につきましては、『経済財政運営と構造改革に関する基本方針二〇〇六』の中で、「現行法定率を堅持し、地方の財政収支の状況を踏まえて適切に対処する」と閣議決定されましたが、新型交付税の導入も含め、具体的な地方交付税改革については、年末の予算編成時まで持ち越しとなるなど、地方交付税の先行きは不透明な状況であります。
また、国の平成十九年度予算概算要求基準においても、地方公務員の人件費、地方単独事業の徹底した見直しなどにより、地方における歳出を抑制する方針が決定されるなど、自治体財政運営は、歳入歳出の両面において一段と厳しくなることから、本市といたしましては、引き続き、行財政改革を進め、経費の圧縮を図り、健全財政の維持に努力する所存であります。

私は、市民と行政の協働による市民満足度の高い市政運営を行っていくためには、市民に市の財政状況をよく知っていただくことが大切であると考えており、平成十七年度決算については、市民にわかりやすく説明するため、企業会計の手法を取り入れたバランスシートと行政コスト計算書を作成し、今月末に公表することといたしました。
次に、スキー場についてであります。
近年、全国的にスキー場の経営が悪化している中で、市営スキー場においても平成二年度をピークに入場者数が減少し、厳しい経営状況が続いていることから、スキー場対策検討委員会が昨年七月に設置され、経営の見直しや活性化策を取りまとめるための議論を進めております。
こうした中、先般、来シーズンの営業に向けて、スキー場対策検討委員会から意見書が提出され、「スキー場ごとの特色を明確にすること」や「利用の少ないリフトを休止すること」など五項目に及ぶ意見をいただいたところであります。
また、スキー場対策検討委員会での議論を深めていただくために、スキー場再生専門のコンサルティング会社に、各スキー場の集客力や施設能力など、客観的な経営分析と今後の再生方法について調査を委託しております。コンサルティング会社から「現状のまま全スキー場の営業を続けた場合、共倒れになる。採算性の悪いスキー場を見直し、入場者数に見合った数のスキー場とすべきである。」との中間報告を受けたところであります。
スキー場の存続または廃止につきましては、スキー場対策検討委員会の最終答申の後、地域審議会等において地元の意見をお聴きし、議会ともよく相談をさせていただき、結論を出していきたいと考えております。
なお、七月豪雨で被害を受けた鳥越高原大日スキー場及び白山中宮温泉スキー場につきましては、安全なゲレンデとするために復旧工事の長期化が予想されることから、今後の営業につきましては、休止も含め、関係者と十分協議のうえ決定することといたしております。
次に、観光と地域の活性化についてであります。

今年の夏は、長梅雨と七月豪雨により行楽客の出足が鈍く、市内の観光施設への影響が心配されましたが、八月に入り天候が回復し、白山登山、一里野高原や獅子吼高原の散策、手取峡谷の川下り、小舞子や徳光海岸での海水浴などに、市内はもとより県内外から大勢の方々が訪れ、山・川・海と変化に富んだ本市の大自然を楽しまれたところであります。また、松任まつりや一向一揆まつりをはじめ、市内各地で夏祭りが盛大に開催され、多くの市民や観光客で賑わい、地域の活性化が図られたところであります。
今年度初めて取り組みました大学合宿等誘致事業につきましては、関西方面から大学の運動部やサークル等を中心に、八月の一ケ月間で延べ千六百五十人の宿泊がありました。合宿に参加した学生は、本市が誇る国指定重要無形民俗文化財「東二口のでくまわし」の鑑賞や体験、中宮温泉薬師まつりに参加するなど、地元の皆さんと親しく交流したところであります。
今後の観光振興事業につきましては、今年三月に東京・新宿で開催いたしました物産展が大変好評であり、白山市の名前を十分にアピールできたことから、秋の観光シーズンに向けて、明日六日から三日間にわたって、ＪＲ大阪駅前の大阪中央郵便局において物産展を開催し、本市の魅力ある観光地、温泉、酒と食、伝統工芸を幅広く発信するなど、観光客の誘致を図ることといたしております。
さらに、平成二年から白峰・桑島地区で開催されております「雪だるままつり」につきましては、冬季における克雪と誘客を目的として、住民一人ひとりによる雪だるまを活用したまちづくりが、多くの観光客を呼び込み、県内を代表する冬まつりになったことなどから、地域文化の向上と活性化に寄与したイベントとして高い評価を受け、特色ある地域づくりの顕彰制度として著名な「サントリー地域文化賞」を受賞いたしました。本市の地域づくりの先駆的なモデルとなるものであり、誠に喜ばしい限りであります。　
また、白山青年会議所が、「めざせ！白山博士」をキャッチフレーズに、今月十日に実施する白山センター試験につきましては、ふるさと白山市の歴史や文化、産業や地理、自然などの知識を学び、理解を深めていただく良い機会であり、多くの白山博士が誕生することを期待いたしております。　　
　　
次に、優しさを感じ、心豊かな交流を育むまちづくりについてであります。
千代女の遺徳を顕彰し、俳句による世代間や地域間交流の拠点施設として整備を進めております「千代女の里俳句館」につきましては、先月建設工事が完了し、十月一日の開館に向けて諸準備を進めているところであります。開館の記念事業といたしましては、韓国の日本文学研究者で、千代女の句の韓国語訳にご尽力されているソウル中央大学教授のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そん),孫)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すん),順)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おく),玉)さんを招いて、「女流俳人 千代女 国際シンポジウム」を開催することとしており、隣接する「松任ふるさと館」と一体となった施設の活用を図りながら、今後とも俳句を通じて地域の伝統文化の振興に努めることとしております。
ＪＲ松任駅周辺の賑わい創出と交通拠点施設として計画しております立体駐車場とフィットネス・クラブを核とする複合施設につきましては、地元金融機関及び民間事業者の協力を得て、県内で初めて資産流動化形態による特別目的会社を設立し、官民共同事業として七階建てビルを建設することで、先般基本合意したところであります。今後とも、オフィスなど商業施設の集積を図り、駅周辺の歴史・文化施設との相乗効果を高めながら、多くの人々が集い、学び、交流する白山市の玄関口にふさわしい、活力溢れる賑わいのあるまちづくりを進めていく所存であります。
次に、教育環境の整備充実についてであります。

本市では、これまで少人数学級の実施、学校図書館司書の全校配置、小学校での英語教育の充実や安全な学校づくりを進めており、次代を担う子ども達のために、今後とも教育環境の整備充実を積極的に進めて参りたいと思っております。
尾口地域に建設する統合小中学校につきましては、現在、基本設計を進めているところであり、建設基本構想検討委員会の答申に基づき、白山ろくの恵まれた自然環境を生かし、心豊かな子ども達を育むことができ、また、地域のシンボルとして親しまれ、誇れる学校として整備することとしております。

美川小学校の改築につきましては、今年四月に建設基本構想検討委員会を設置し、精力的に議論が重ねられており、近く答申をいただく運びとなっているところであります。今後は保護者や地域住民の理解を得ながら、地域の特色を生かした学校づくりを進めることとしております。

千代野小学校・広陽小学校の大規模改造地震補強工事につきましては、災害時の避難場所となる体育館を優先して工事を進めており、九月中には供用できるものであります。引き続き、校舎棟の工事を実施し、千代野小学校につきましては年内に、広陽小学校につきましては来年三月に、第一期工事がそれぞれ完成する予定であります。
次に、だれもが健やかに暮らせるまちづくりについてであります。
白山市誕生一周年を記念した夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会が、晴天に恵まれた八月十二日の早朝、松任総合運動公園陸上競技場を会場に開催され、二千五百人を超える市民が参加し、朝の清々しい空気の中、心地よい汗を流したのであります。当日は、元気な小中学生と一緒に、多くの中・高齢者の体操する姿が見られたところであり、市民の皆さんには、これからも地域の行事やレクリエーション活動に積極的に参加し、健康づくりに励んでいただきたいと願うものであります。
さて、七十五歳以上の高齢者を対象とする後期高齢者医療制度につきましては、国の医療制度改革により平成二十年四月に施行されることから、制度の運営主体となる「広域連合」の設立準備会が今月一日に設置され、本市から職員１名を派遣することといたしました。県内全市町が加入する新しい医療保険制度でありますので、円滑にスタートできるよう支援してまいりたいと考えております。
　障害者福祉の充実につきましては、障害者自立支援法の施行に基づき、障害者地域生活支援事業を一層強化するため、福祉・医療・雇用の関係機関をネットワークで結ぶ自立支援協議会を今年度内に設置することとしており、引き続き、障害者の方々が地域社会の中で安心して生活し、自立と社会参加ができる環境整備に取り組むこととしております。
それでは、提案いたしました諸議案について、ご説明申し上げます。　　　　　　　　
　提出案件は、決算認定十四件、補正予算案九件、条例案五件、事件処分案二件、専決処分の承認一件、報告案件四件の計三十五件となっております。

はじめに、議案第九十七号から第百十号までの、平成十七年度の一般会計をはじめとする十四会計の決算について、議会の認定を受けるものであります。
その概要についてでありますが、

一般会計につきましては、歳入歳出の差引である形式収支が、十五億五千六百二十八万六千円となり、このうち繰越明許費の六千八十二万八千円を差し引いた実質収支で、十四億九千五百四十五万八千円を平成十八年度へ繰り越すことといたしました。

また、国民健康保険などの特別会計及び水道事業会計につきましては、それぞれの事業目的に沿った適切な執行に努めた結果、観光事業特別会計を除き、概ね堅実な決算を結ぶことができました。　

これも、ひとえに、議員各位をはじめ市民の皆様のご理解、ご協力の賜と深く感謝申し上げる次第であります。今後とも、白山市の基礎づくり、市民福祉の向上を最優先に、事業の必要性や緊急性を考慮し、多様な行政需要に適切に対応するとともに健全な財政運営に努めて参る所存であります。

　

次に、議案第百十一号から第百十九号までの平成十八年度補正予算についてであります。

　まず、一般会計につきましては、総額二十一億二千八百三十八万一千円の増額補正となっております。その主なものとして、
総務費では、コミュニティバス購入など公共交通対策事業費、松任駅橋上化基本計画策定事業費、個人市民税課税システム改修事業費、及び平成十七年度決算剰余金の二分の一相当額を財政調整基金に積立するなど、八億九百十三万八千円を計上するものであります。なお、公共交通対策事業費については、コミュニティバスの運行を五年契約で委託するため債務負担行為として四億九千八百五十万円を措置し、また、松任駅橋上化基本計画策定事業費については、三ケ年事業の債務負担行為として七百六十万円を措置するものであります。
民生費では、障害者地域生活支援事業費、高齢者入浴サービス事業費、マイ保育園みんなで子育て応援事業費など、二千百四十四万八千円を
  衛生費では、不妊治療助成事業費、国民健康保険特別会計への繰出金など、九百二十一万一千円を
労働費では、白山市労働会館改修費に対する補助金、百四十万円を
それぞれ計上するものであります。
農林水産業費では、集落営農所得確保モデル実証事業費、農業用水再編対策事業負担金、及び七月豪雨による林道災害復旧費の単独分として、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さい),犀)
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商工費では、日本酒の原産地指定第一号を受けた「白山菊酒」の一周年記念事業開催費補助金、白山ろく観光事業のリーダー育成などを行う地域再生マネージャー事業費、及び観光事業特別会計への繰出金など、一億九千六百七十三万二千円を計上するものであります。

土木費では、鶴来地域に設置する排雪場への進入路整備事業費、県道鶴来・美川・水島線の外、二十九路線の県道路事業負担金、金沢外環状道路・海側幹線の外、二路線の県施行街路事業負担金、及び補助内示額の確定に伴う松任駅南土地区画整理事業費など、七億三千四十五万円を計上するものであります。  

消防費では、消防施設設置補助金など、百七万五千円を

教育費では、尾口小学校のスクールバス購入費、中学校の冬季間遠距離通学者補助制度の拡大、及び松任総合運動公園陸上競技場の夜間照明施設設置事業費など、九千四百九十一万一千円を
災害復旧費では、七月豪雨による農業施設、林道、市道、及び河川等の被害に対する復旧費として、二億七百五十二万七千円を
それぞれ計上するものであります。

その財源として、国・県支出金、寄附金、繰越金、諸収入、市債などを充て、収支の均衡を図った結果、一般会計予算総額は 四百七十七億二千二百五十七万四千円となったものであります。
 　

また、特別会計につきましては、その主なものといたしまして、国民健康保険特別会計では、医療費の共同事業が拡大されることに伴う拠出金など、介護保険特別会計では、介護給付費の精算に伴う還付金や介護給付費準備基金への積立など、墓地公苑特別会計では、竹松墓地公苑の造成工事費など、観光事業特別会計では、スキー場指定管理委託料や七月豪雨によるゲレンデ等施設の復旧費など、下水道事業特別会計では、鶴来地域の受益者負担金の財政調整基金への積立など、簡易水道事業特別会計、温泉事業特別会計及び湊財産区特別会計の八会計で、総額十億千六百二十四万六千円を増額補正するものであります。

　次に、議案第百二十号から第百二十四号までの条例案について、ご説明を申し上げます。
　白山市監査委員条例の一部を改正する条例につきましては、地方自治法の改正に伴い、監査委員の定数を条例の規定から削除するものであります。
公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例につきましては、会社法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律により、有限会社の字句を削除するものであります。
白山市国民健康保険条例の一部を改正する条例につきましては、国民健康保険の高齢受給者の一部の負担金割合を二割から三割に、出産育児一時金の支給額を三十万円から三十五万円に、それぞれ引き上げるものであります。
　白山市スキー場施設条例の一部を改正する条例につきましては、スキー場指定管理者の事業収入の取扱いを統一するため、鳥越高原大日スキー場のロッジ宿泊に係る使用料等の規定を削除するものであります。
白山市消防団の設置等に関する条例及び白山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例につきましては、消防組織法の改正に伴い、引用条項を改正するものであります。
次に、議案第百二十五号及び第百二十六号の事件処分案について、ご説明を申し上げます。

市道路線の認定につきましては、道路特殊改良及び土地区画整理事業に伴い、また、変更につきましては、同じく土地区画整理事業による終点位置の変更に伴い、それぞれ議決を求めるものであります。
次に、議案第百二十七号の平成十八年度一般会計補正予算に係る専決処分の承認についてでありますが、平成十八年豪雪による林道・市道の国庫補助採択の災害復旧事業費として、八千三百八万四千円の増額補正を行ったものであります。

　
次に、報告第九号から第十二号までの報告案件につきましては、

財団法人未智之里、株式会社セイモア内尾、株式会社ツウワン白峰及び株式会社ピークスのそれぞれの経営状況につきまして、地方自治法の定めにより、議会へ報告するものであります。

以上をもちまして、今期定例会に提出いたしました議案の説明を終わりますが、何卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますようお願いいたします。
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